


２・｜世紀目前！私たちの代表１４名決まる！

任
期
満
了
に
伴
う
「
佐
井
村
議

会
議
員
一
般
選
挙
」
が
、
四
月
二

十
日
告
不
さ
れ
、
定
数
十
四
名
に

対
し
、
現
職
十
名
、
新
人
六
名
が

立
候
補
、
そ
の
投
票
が
四
月
二
十

五
日
に
村
内
九
ヵ
所
の
投
票
所
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
総
数
は
、
二
、

六
〇
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
二
、
四

二
八
入
が
投
票
し
、
投
票
率
は
九

三

こ
二
八
％
で
し
た
。

候
補
者
別
の
得
票
数
と
各
投
票

区
別
の
得
票
率
は
、
以
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

候 補 者 別 得 票 数

各 投 票 区 別 投 票 率



わいどの広場

原 発 協 定 書 に 調 印

四

月

十
五
日

に
北

通
り

総

合

文
化

セ
ン

タ

ー
（

ウ
イ

ン

グ
）

で
、
「
佐

井

村

と
大

間

原

子
力

発
電
所

と

の
共
存

共

栄

に
係

わ

る
協

定
書

及

び
附

帯

覚
書

」

の
調
印
式

が
行

わ

れ
ま
し

た

。

こ

の
式
で

、
事
業

者

で
あ

る
電
源

開
発

株
式
会

社

か
ら

の
協
力

金

（
二

十
億

円
）

の

交

付
な

ど

が
盛
り
込

ま

れ
た

協

定
書

に
、
当

村

と
風
間

浦

村

が
同

意
し

た
こ

と
に
よ
り

、

大
間
原
子
力
発
電
所
計
画

は
、

建

設
実

現
へ

向
け

て
、
大

き

く
前
進

す

る
こ

と

に
な
り

ま

し

た

。

春 の 火 災 予 防 運 動

春
の
火

災
予

防
運

動
に
伴

い
、
四
月

十
一

囗
、

長
後

地

区

で
、
消

防
分

署

・
第
六

分

団

の
方

々
か
ら

、
消

火
栓

・

消
火

器

の
取
扱

訓
練

を
受

け

ま
し

た

。

長
後
地
区

は

、
昨
年
十

月
、

下

北
広
域

消
防

か
ら

住
宅

防

火

モ

デ
ル
地
区

に
指

定

さ
れ

た
こ

と

も
あ
り

、
長

後
小

中

学

校

の
先

生

や

生

徒
、
地

区

の
方

々
も
参

加
し

、
熱

心
に

取
り
組

ん
で

い
ま
し
た
。

ま
た

、
四
日

に
は

ア
ル

ザ

ス

で
火

災
を

想
定
し

た
訓

練

も

行
わ

れ
、
万

が
一
の
場

合

に
備
え

ま
し

た
。

観 光 シ ー ズ ン 到 来

山
々
の
雪
も
解
け
始
め
、

春
を
告
げ
る
ウ
ニ
漁
・
ヤ
リ

イ
カ
漁
も
最
盛
期
を
迎
え
ま

し
た
。

当
村
の
観
光
の
中
心
で
あ

る
仏
ヶ
浦
ま
で
を
結
ぶ
観
光

船
の
運
航
も
始
ま
り
、
春
の

陽
気
と
と
も
に
、
い
よ
い
よ

今
年
も
観
光
シ
し
ス
ン
が
幕

を
開
け
ま
し
た
。

休
日
に
は
、
県
内
だ
け
で

な
く
、
県
外
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
待

ち
か
ね
た
観
光
船
で
の
遊
覧

を
、
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で

い
る
様
子
で
し
た
。

稲 荷 神 社 祭 典

四

月
十

日
、

福
浦

の
歌

舞

伎

が
上

演
さ

れ
ま
し

た

。

こ

れ
は
稲

荷
神
社

祭
典

と

併
せ

て

開
催

さ
れ
、

毎
年
恆

例
と
な

っ
て

い
ま
す

が
、

十

二

月

に
は
、

い
よ

い
よ

「
歌

舞

伎

の
館

」

が
完

成
す

る
た

め
、
同

セ
ン

タ

ー
で
の
上

演

は
、
こ

れ

が
最
後

と
な
り

ま

し

た

。

役

者
さ

ん
の
演

技
も

一
層

冴
え

わ
た
り

、
来

賓

や
地
区

の
方

々
の
笑
い
と
拍
手
の
中
、

会

場

は
大

い
に
盛

り
上

が
り

ま
し

た
。



佐
井
小
学
校ふ せ ゆ う き

（トラックのうんてんしゅ）

さ が のぶひろ

（しょうばうし）

おがさわら けいすけ

（サッカーせんしゅ）

なかむら ともかす

（ポヶモンマスターのさとし）

わ だ し ゅ ん た

（トラソクのうんてんしゅ）

き の し た た く

（やきゅうせんしゅ）

おがさわら たくや

（だいくさん）

つ だ と も ひ ろ

（ふねにのるりょうし）

おお はた ちひろ

（うなぎのりょうい

おかむら ゆい

（かんごふさん）

かわぎし ちひろ

（えかきさん）

さ ん の へ り お

（ピアノのおねえさん）

いしと ゆき

（はなやさん）

おがさわら まこと

（かんごふさん）

磯
谷
小
学
校ひ がしで た かし

（やきゅうせんしゅ）

よこはま かすゆき

（だいくさん）



ゆめがかなうといいね

原
田
小
学
校きべ しんいちろう

（やきゅうせんしゅ）

よろずや いつぺい

（おぼうさん）

ま つ も と ゆ う す け

（きゅうきゅうしゃのうんてんしゅ）

お か む ら こ う や

（きゅうきゅうしゃのうんてんしゅ）

き べ ゆ う こ

（はいしゃさん）

牛
滝
小
学
校ふなこし はやと

（リようレ

たけうち さとし

（しょうぼうし）

さかい さち

（まじょ）

長
後
小
学
校うちた のぶあき

（しょうばうい

ほそま しょうご

（しょうばうリ

福
浦
小
学
校やまもと ゆうた

（しょうぼうい

えちぜん さやか

（パーマやさん）



新
し
く
転
任
さ
れ
て
き
た

先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す

佐

井

小

学

校

校 長

むらばやし かずひこ
村 林 一 彦

北 部 中 よ り

教 諭

ひらく ぼ た か こ
平 久 保多 加子

湯野川小より

教 諭
すけかわ
祐川 ちあき

岩屋小より

教 諭

よしだ ひでき
吉 田 英 樹

苫生 小 よ り

磯
谷
小
中
学

校

教 諭

やなぎはら しずか
柳 原 静

苫 生 小 よ り

養護助教諭
つぼ なおこ
坪 奈緒子

野牛小より

教 諭

とりやま ひとし
鳥 山 仁

畑 中 よ り

講 師

その だ まさひと
其 田 真 人

長 後 中 よ り

佐

井

中

学

校

教 諭

なかつ き え こ
中 津 喜 恵 子

與戸 中 よ り

養 護 教 諭

え と あきよ
江 渡 暁 代

新 採 用

主 事

かわひら もと き
川 村 基 樹

石 持 小 よ り

原

田

小

学

校

養護助教諭
くらもと
倉本 みゆき

磯谷小より

長
後
小
中
学
校

教 諭

すけかわ あやのり
祐 川 文 規

第一田 名部小より

教 諭

すぎはらけんいちろう
杉 原 憲 一 郎

磯 谷 中 よ り

講 師

なかみち しん こ
中 道 慎 子

新 採 用

福
浦
小
中
学
校

教 諭

お だじま さとし
小 田 島 諭

大 平 小 よ り

教 諭

さいとう あきひろ
斎 藤 明 広

磯 谷 中 よ り

講 師

た も いもとき
田 茂 井 基 記

新 採 用

牛
滝
小
中
学
校

教 諭

こ だま ともひろ
児 玉 智 広

奥 戸 小 よ り

教 頭

く どう さとし
工 藤 諭

む つ 中 よ り

講 師

おお た めぐみ
太 田 恵

野々上中（七戸）より



は じ め ま し て ／

本年度、新たに採用された職員・

転入してきた職員を紹介します。

よろし くお 願 い し ます

山 田 真 実

役 場（新採用）

住民福祉課保健婦

生年月日 昭和５１年６月１３日

出 身 地 平賀町

趣 味 読書・音楽鑑賞

学校を卒業し たばかりで、下北のことはまだよ＜知らない未熟

者ですが、頑張りますのでどうぞよろしくお願いします
Ｏ

松 尾 英 史

診 療 所

所 長

生年月日 昭和４４年４月：Ｌ８日

出 身 地 三戸町

趣 昧 ドライブ（遠乗り）

みんなが立ち 寄りや すい診 療所にし たいと思ってい ます。

外来を待ってい ますので 気軽 に相談 に来てく ださ い。

布 施 秀 明

消防分署 救急係

（平成１１年３月から９月まで勤務）

生年月日 昭和５０年４月１９日

出 身 地 むっ市

趣 味 ドライブ

短い期間ですが救急、火災、災害出動の際は一生懸

命頑張りますのでよろしくお願い致します。

若 山 晋 司

役 場（新採用）

住民福祉課保健衛生係

生年月日 昭和４５年７月３囗

出 身 地 古佐井

趣 味 映画鑑賞・料理・旅行

このたび、生まれ育った佐井村に帰って来ました。

旱＜村の方々のお役に立てるよう頑張ります。

横 浜 篤 史

消防分署（新採用）

警 防 係

生年月日 昭和５３年１月１１日

出 身 地 磯 谷

趣 味 料理

体力・訓練等、色々なことで頑張り立派な消防士と

なりたいと思います。

金 沢 賢 悟

役 場（新採用）

企画調整課企画係

生年月日 昭和町年２月９日

出 身 地 古佐井

趣 昧 スポーツ

今年度の広報を担当することになり、村民の皆さんには今後お

世話になることも多いと思いますがどうぞよろしくお願いします
Ｏ

長 島 信 市 郎

消防分署（新採用）

警 防 係

生年月日 昭和５４年１２月３１日

出 身 地 糠 森

趣 昧 釣り

色々な面で活躍していきたいと思いますのでよろし

くお願い致します。

滝 本 奈 津 子

役 場（新採用）

住民福祉課住民係

生年月日 昭和５５年５月２０日

出 身 地 長 後

趣 味 映画鑑賞

窓口なので、いつも笑顔で住民のみなさんと接すること

ができるよう頑張りますので、よろしくお願いします
Ｏ



保膨砕心籾

アタマを使って

アブラをとろう

八
十
八
夜
の
新
茶
が
出
回
り
、

野
山
は
新
緑
に
包
ま
れ
る
五
月
。

新
し
い
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
頃

と
思
い
ま
す
が
、
五
月
病
な
ど
の

心
の
病
気
が
出
始
め
る
の
も
こ
の

時
期
で
す
。
心
と
体
の
健
康
に
は

気
配
り
し
た
い
も
の
で
す
。

五
月
二
十
五
日
か
ら
基
本
健
康

診
査
が
始
ま
り
ま
す
。
健
診
結
果

は
、
毎
年
高
脂
血
症
と
判
定
さ
れ

る
人
が
一
番
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
正
し
い
ア
ブ
ラ
の
と
り

方
を
紹
介
し
ま
す
。

調
理
を
工
夫
し
て

オ
イ
ル
カ
ッ
ト

脂
と
油
の
違
い
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
脂
は
動
物
性
脂
肪
で
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含
み
、
と
り

す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ

ま
す
。
油
は
植
物
性
脂
肪
で
、
動

脈
硬
化
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
魚
の
脂
、
特
に

い
わ
し
、
あ
じ
な
ど
の
青
背
の
魚

に
は
、
血
液
が
固
ま
る
の
を
防
い

だ
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
予

防
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
肉
類
を
い
っ
さ
い
食

べ
な
い
と
体
の
資
本
で
あ
る
動
物

性
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
し
ま
す
。

肉
類
を
適
度
に
食
べ
た
上
で
、
脂

よ
り
油
を
多
め
に
と
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
上
手
な
ア
ブ
ラ
の
と

り
方
で
す
。

ま
た
、
動
脈
硬
化
を
抑
え
る
働

き
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
植
物
性

油
脂
を
と
り
す
ぎ
る
と
、
肥
満
を

招
く
ほ
か
バ
纈
吻
唯
黝
流
の
中
に

含
ま
れ
る
不
飽
痢
流
嚇
灘
診
体
を

サ
ビ
つ
か
せ
る
過
酸
化
脂
質
に
な

り
ま
す
。同
じ
よ
う
に
、
古
く
な
っ

た
油
の
使
用
や
、
揚
げ
菓
子
類
の

賞
味
期
限
に
も
注

意
し
ま
し

よ

揚
げ
物
は
で

き
る
だ
け

衣
を
う
す
く

衣
を
厚
く
っ
け
る
と
ア
ブ
ラ
を

た
っ
ぷ
り
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
の

で
、
高
カ
ロ
リ
ー
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

揚
げ
物
は
衣
を
つ
け
ず
に
素
揚

げ
に
し
た
り
、
小
麦
粉
を
う
す
く

ま
ぶ
す
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

傭
き
物
は
網
焼
き
に

脂
肪
の
多
い
肉
類
な
ど
は
、
網

で
焼
く
と
、
ア
ブ
ラ
が
下
に
落
ち

る
の
で
、
脂
肪
の
量
を
減
ら
せ
ま

す
。
ま
た
、
肉
の
場
合
は
、
ゆ
で

て
香
り
を
い
か
し
た
ソ
ー
ス
な
ど

を
か
け
た
だ
け
で
も
、
カ
ロ
リ
ー

が
少
な
く
、
お
い
し
く
い
た
だ
け

ま
す
。

炒
め
も
の
は

湯
通
し
し
て
か
ら

炒
め
も
の
を
す
る
時
は
、
下
準

備
と
し
て
素
材
を
湯
通
し
し
て
か

ら
炒
め
る
と
、
ア
ブ
ラ
の
吸
収
量

が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

サ
ラ
ダ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の

オ
イ
ル
の
量
を
減
ら
す

サ
ラ
ダ
は
野
茱
が
た
く
さ
ん
と

れ
る
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ

で
す
が
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
の
調
味
料
を
使
い
過

ぎ
る
と
高
カ
ロ
リ
ー
に
な
る
の
で

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
は
油
を
少
な
め
に
し

て
、
レ
モ
ン
や
お
酢
を
上
手
に
使

い
ま
し
ょ
う
。
市
販
の
ノ
ン
オ
イ

ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
使
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

虫

歯
ゼ
囗
で

二
コ
ニ
コ
笑
顔佐々木千佳ちゃん

（古佐井）

ちよつと Ｄ

提供 食生活改善推進員

～タンパク質を食べない子どものために～

ヨーグルトムース （１人分７０ｋｃａｌ）

＜材 料：８ 人分＞

プレ ーンヨ ーグ ルト ５００９ ゼラチン １［］９

砂糖 ５〔〕９ 水 大さじ ４

レ モン汁 小さじ ４ 卵白 ２個

＜ 作り 方＞

①ゼラチンは大さじ４の水でぶやかす。

②室 温に戻し てお い たヨーグ ルト を

ポ ールに入れ、砂糖を力［］え混ぜ溶か

し 、レモン汁も加え混ぜる。

③①の ゼラ チンを電 子レ ンジ で溶 か

し 、②に加えよく 混ぜる。

④ボウ ルに卵白を入れ泡立てメレン グ

を作る。

⑤ ③に メレン グを２ 回に 分け て混 ぜ

る。

⑤器に ⑤を入れ冷蔵庫で、３０～４０分

冷やす。



こ
ん
に
ち
は
／

社
会
福
祉
協
議
会

で
す

み
な
さ
ん

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

新
採
用

臨
時
職
員
の
紹
介

樋 口 真弓

ホームヘルパー

福
祉
の
仕
事
に
夢
が

ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

何
事
も
前
向
き
に
が
ん

ば
り
ま
す
。

若山田 鶴子

デイサービス
介助員

利
用
者
の
皆
さ
ん
と

笑
顔
で
接
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

木 部 静 子

訪門入浴介助員

利
用
者
の
気
持
ち
を

一
番
に
考
え
て
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

平成１１年度予算

平
成
十
一
年
度

予
算
決
ま
る

三
月
二
十
六
日
開
催
の
評
議
員

会
で
平
成
十
一
年
度
の
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
と
介

護
保
険
制
度
に
向
け
て
の
検
討
・

準
備
を
重
点
に
次
の
事
業
を
行
い

ま
す
。

一
、
地
域
福
祉
事
業

ド
福
祉
活
動
専
門
員
設
置

］
企
圓
・
広
報

甲

心
配
ご
と
相
談
所
運
営

四

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及

二
、
共
同
募
金
配
分
金
事
業

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
指
定

囗
子
ど
も
体
験
教
室

日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
。フ

拊
ク
リ
ス
マ
ス
宅
配
サ
ー
ビ
ス

三
、
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

四
、
高
額
療
養
費
貸
付
事
業

五
、
受
託
事
業
の
推
進

］
」
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

⊇

局
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
事
業

日
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
事
業

四
福
祉
安
心
電
話
管
理
運
営
事

業
㈲
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

㈹
ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創

造
事
業

収 入 の 部

（単位：千円）

支 出 の 部

（単位：千円）



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

交 通 事 故 死 ゼ 囗

５００日 （４／１９）

見 事 達 成 ／

次 の 目 標 は１，０００日

ただいまの記録（５／１現在）

５１２ 日

今
年
の
春
は
、
ど
か
雪
に
驚
か

さ
れ
、
冬
に
逆
戻
り
し
た
よ
う
な

囗
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
四

月
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
・
交
通
安

全
教
育
指
導
員
・
交
通
指
導
隊
・

佐
井
森
林
経
営
セ
ン
タ
ー
・
役
場

な
ど
各
団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、

新
入
学
児
童
の
た
め
の
、
様
々
な

交
通
事
故
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
様
子
を
日
記
風

に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

長

谷

川

所

長

奮

闘

三
月
二
十
八
日
（
旦

今
年
も
長
谷
川
所
長
の
ご
協
力

に
よ
り
、
新
入
学
時
の
交
通
安
全

歩
行
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
宅
か
ら
学
校
ま
で
を
実
際
に

親
子
で
歩
い
て
予
行
練
習
を
行
い

ま
し
た
。
所
長
か
ら
は
。

「
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

親
が
手
を
掛
け
て
体
を
き
ち
ん
と

ね
じ
っ
て
あ
げ
て
安
全
を
確
認
す

る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
！
」

と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

霖

螽

甲

戈

卜
ぶ

マ
ー
翦

四
月
一
日
（
木
）

今
日
は
県
民
交
通
安
全
の
日
。

つ
い
外
に
飛
び
出
し
た
く
な
る

よ
う
な
陽
気
。

そ
の
勢
い
で
外
へ
・
・
・

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

道
路
へ
の
急
な
飛
び
出
し
は
危

険
で
す
。
そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
、

お
な
じ
み
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
。

今
日
は
、
ア
ル
ザ
ス
か
ら
小
学
校

ま
で
の
通
学
路
を
新
し
い
も
の
に

張
り
替
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
作
業
を
手
伝
っ

て
く
れ
た
三
人
の
良
い
子
が
い
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

・
佐
井
小
三
年

佐
藤

大
樹
君

・
佐
井
小
二
年

田
名
部
哲
平
君

・
佐
井
小
二
年

紀
伊
英
一
郎
君

四
月
五
日
（
月
）

今
日
は
、
新
入
学
児
童
家
庭
訪

問
を
行
い
ま
し
た
。

各
家
庭
を
訪
問
し
な
が
ら
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
、

黄
色
い
（

ン
カ
チ
、
そ
し
て
、
何

と
今
年
大
流
行
の
「
だ
ん
ご
三
兄

弟
」
な
る
「
し
ん
ご
う

だ
ん
ご

三
兄
弟
」
の
串
だ
ん
ご
を
作
り
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
配

布
し
ま
し
た
。

地
域
交
通
安
全
活
動

推
進
委
員
に
島
野
さ
ん

平
成
十
一
年
度
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
に
島
野
芳
弘
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
で
は
、

①
交
通
安
全
教
育

②
駐
車
・
道
路
使
用
の
適
正
化
運

動
の
推
進

③
交
通
の
安
全
と
円
滑
の
た
め
の

広
報
・
啓
発

等
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
住
民
の
方
々
の
御
理

解
、
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐井村交通安全毋の会は、昭和５４年８月２１日に結成されて
今 年 で ２０ 年 を 迎 え ま す ！



～

ら
佐
井
駐
在
所

昔
⑩
２
２
１
８

入
学
か
ら

Ｉ
ヵ
月
が

経
過
し
、
そ
ろ
そ
ろ
子

供
た
ち
の
気
も
ゆ
る
ん

で
く
る
時
期
で
す
。
そ

こ
で
、
声
か
け
運
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も

「
気
を
つ
け
て
ね
」
と

匸
言
声
を
か
け
て
あ
げ

て
下
さ
い
。

けん銃の摘発に

ご協力ください

拳銃に関する情報は
０１ワフー３５－１０７４へ

山

で

の

遭

難

を

な

く

そ

つ`
Ｉ！
・

今
年
も
山
茱
採
り
の
シ
ー
ズ
ン

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
こ
の

時
期
に
な
る
と
、
遭
難
が
跡
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
一
人
で
山
に
入
る
こ

と
は
、
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

県 警 ヘ リ

「 はくちょう」号

パイロットから の

アドバイス

・
山
に
入

る
時
は
、
で
き
る
だ
け

山
の
色
と
異
な
る
色
の
服
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

・
迷
っ
た
時
に
合
図
を
送
れ
る
よ

う
に
白

い
大
き
め
の
タ
オ
ル
等

を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

・
煙
で
合
図
が
送
れ
る
よ
う
に
、

ラ
イ
タ
ー
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

大
間
警
察
署
で
は
、
密
漁
取
締

り
に
つ
い
て
の
警
戒
活
動
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

警
備
艇
「
み
ち
の
く
」
や
県
警

ヘ
リ
も
随
時
応
援
に
駆
け
つ
け
て

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に
も
取
組
ん

で
い
ま
す
。

密
漁
に
関
す
る
不
審
情
報
も
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※佐井港停泊中の警備艇みちのく

ご
み
の
不
法
投
棄

は
や
め
よ
う

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
全
国
的
に

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
や
川
、
海
な
ど
に
ゴ
ミ
を
捨

て
、
自
然
を
破
壊
す
る
の
は
、
犯

罪
行
為
で
す
。

悪
質
商
法
に

注
意
し
よ
う

う
ま
い
話
に
は
必
ず
裹
が
あ
る

の
で
す
。
実
際
に
、
一
万
円
の
ふ

と
ん
を
三
十
万
円
で
買
わ
さ
れ
た

例
も
あ
り
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
お
年
寄
り
を
狙

う
傾
向
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、

十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。悪質業者が

あなたの「お金」を

狙っています，

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

相
談
し
よ
う

警
察
で
は
、
各
種
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

・
警
察
総
合
相
談
室

○
一
七
七
－

三
五
－

九
一
一
〇

・
少
年
少
女
相
談
電
話

○

二
一
〇
ｉ
五
八
－

七
八
六
七

今
、
日
本
が

狙
わ
れ
て

い
る

密
入
国
事
件
が
相
次
い
で
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
青
森
県

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

船
名
が
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
あ
る
い
は
消
し
て
あ
っ
た
り

し
た
船
を
見
か
け
た
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
一
一
〇
番
ま
た
は
駐
在
所

へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。



お知らせ

コーナー

地
域
振
興
券
特
定

事
業
者

換
金
等
に
つ
い
て

地
域
振
興
券
の
利
用
が
始
ま
っ

て
一
ヶ
月
が
経
過
し
ま
七
だ
。

村
で
は
、
特
定
事
業
者
の
方
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
換
金

は
月
一
回
と
し
て
説
明
を
し
ま
し

た
が
、
今
後
は
次
の
と
お
り
二
回

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

①
毎
月
十
日
ま
で
金
融
機
関
に
取

次
を
依
頼
し
た
も
の

↓

同
月
二
十
日
が
振
込
日

②
毎
月
二
十
五
日
ま
で
金
融
機
関

に
取
次
を
依
頼
し
た
も
の

↓

翌
月
五
日
が
振
込
日

■
問
い
合
わ
せ

役
場
企
画
調
整
課

特
定
事
業
者
の
追
加
分

○
犬
佐
井
地
区

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ッ
プ
く
る
ま
屋

診
療

所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
理
解
を

日
頃
よ
り
佐
井
診
療
所
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
当
診
療
所
は
、
当

村
と
風
間
浦
村
の
患
者
も
多
く
利

用
す
る
大
間
病
院
を
風
間
浦
診
療

所
と
共
同
で
支
援
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
当
診
療
所
の
医
師

が
毎
週
金
曜
日
、
大
間
病
院
の
宿

直
勤
務
に
当
た
る
た
め
、
留
守
に

な
り
ま
す
。
よ
っ
て
時
間
外
診
察

は
で
き
ま
せ
ん
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

行

政

相

談

に

つ

い

て

ご
利
用
く
だ
さ
い

総
務
庁
は
、
佐
井
村
の
行
政
相

談
委
員
に
大
石
健
次
郎
さ
ん
を
四

月
一
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
。

村
民
の
み
な
さ
ん
が
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
、
行
政
の
行
う
仕
事

に
つ
い
て
疑
問
に
思
う
こ
と
や
要

望
・
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
。

■
自
宅

ａ
⑩
５
４
２
２

防
犯
灯
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

費
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
等
に
助
成
し
、
コ
ミ
ュ

テ
ア
イ
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、

宝
く
じ
の
普
及
と
広
報
活
動
を
目

的
と
し
て
、
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

村
で
は
、
平
成
十
年
度
に
こ
の

助
成
を
受
け
て
、
森
林
体
験
館
を

中
心
と
し
九
大
佐
井
・
川
目
間
に

防
犯
対
策
と
交
通
安
全
の
確
保
の

た
め
防
犯
灯
を
二
十
五
基
設
置
し

ま
し
た
。

農

作

業

労

働

賃

金

標
準
額
決
定

平
成
十
一
年
度
佐
井
村
農
作
業

労
働
賃
金
標
準
額
を
次
の
と
お
り

定
め
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
金
額

は
標
準
単
価
で
す
の
で
、
稼
働
状

況
等
に
よ
っ
て
は
、
両
者
で
協
議

し
て
取
決
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
農
林
水
産
課
内

佐
井
村
農
業
委
員
会

公
⑩
ｎ
乙
１
１
１

平成１１年度佐井村農作業労働賃金標準額

１。農作業労働賃金

２。機械利用料金



任

期

満
了

に
伴

う

「
青

森

県

議

会

議

員

一

般
選

挙

（
下

北
郡

選

挙

区

）
」
が

、
四

月

二

日

に

告
示

さ

れ
、

定

数

二
名

に
対

し

、

現

職

二

名

、

新

人

二
名

が
立

候

補
、

そ

の
投

票

が
四
月

十

一
日

に
村

内

九

ヶ
所

の

投

票

所

で

一

斉

に

行

わ

れ

ま

し

た

。当

日

の

有

権

者

総

数

は

、
二

、

六

一

八

人

で

、

そ

の
う

ち

二

、

〇

四

七

人

が
投

票

し

、
投

票

率

は
七

八

∴

九
％

で

し

か

。

候
補
者
別
得
票
数

新

刊

図

書

が

入

刊

ア

ル

ザ

ス

内

に

こ

の

た

び

、

ア

ル

ザ

ス

内

の

中

央

公

民

館

図

書

コ

ー

ナ

ー

に

新

刊

図

書

加

入

刊

し

ま

し

た

。

ま

た

、

既

刊

図

書

も

大

幅

に

入

れ

替

え

、

新

し

く

ビ

デ

オ

貸

し

出

し

コ

ー

ナ

ー

も

設

け

ま

し

た

の

で

ぜ

ひ

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

な

お

、

貸

し

出

し

期

間

は

、

図

書

は

三

週

間

以

内

、

ビ

デ

オ

は

五

日

以

内

と

な

っ

て

い

ま

す

。

■

問

い

合

わ

せ

佐

井

村

中

央

公

民

館

（
教

育

委

員

会

内

）

公

⑨

４
哇（
Ｄ
Ｏ
ａ
‥）

木

材

業

者

の

登

録

忘

れ

ず

に

木
材
業
を
営
も
う
と
す
る
方
で
、

県
内
に
営
業
所
又
は
工
場
を
有
す

る
方
は
、
知
事
の
登
録
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
い
う
木
材
業
と
は
、
木

材
（
素
材
、
製
材
、
特
殊
用
材
）

の
生
産
又
は
販
売
を
行
う
業
の
こ

と
で
す
。

登
録
の
申
請
は
、
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
囗
の
十
日
前
か
ら
三

十
日
前
ま
で
に
、
木
材
業
を
営
も

う
と
す
る
方
の
住
所
を
管
轄
す
る

農
林
事
務
所
（
申
請
者
の
住
所
が

県
外
に
あ
る
場
合
は
、
県
内
の
主

な
営
業
所
又
は
工
場
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
農
林
事
務
所
）
に
、
所

定
の
申
請
書
に
手
数
料
を
添
え
て

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
登
録
の
有
効
期
間
は
、

三
年
間
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

下
北
地
方
農
林
事
務
所
林
務
課

⑩
８
５
８
↓

内
線
２
４
３

英

会

話

教

室

開
催
の
お
知
ら
せ

佐
井
村
中
央
公
民
館
が
主
催
す

る
教
育
講
座
第
一
弾
と
し
て
、
神

馬
コ
ー
ル
さ
ん
を
講
師
に
英
会
話

教
室
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
・
テ
ー
マ

第
一
回

五
月
十
四
日
溺

『
故
郷
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
』

第
二
回

五
月
二
十
一
日
㈲

『
私
か
育
っ
た
民
族
の
は
な
し
』

第
三
回

五
月
二
十
八
日
窗

『
コ
ー
ル
の
料
理
で
英
会
話
』

第
三
回
は
材
料
参
加
者
負
担

※
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら

◇
場
所

ア
ル
ザ
ス
会
議
室

◇
申
込

佐
井
村
中
央
公
民
館

昔
⑨
４
ｒ
Ｄ
０
６

クレ ジット ・サ ラ 金・｜・１０ 番

¨ ド レ ス

後４時

電話番号／０１７７⑩９５０７

相 談 料／無 料

主 催／青森県青年司法書士会

むつ科学技術館だより

２ 日 ～ ５ 日 ○ オ リ ジ ナル バ ッチ エ 作 教 室 １∠１：００～ １５：３０

○ 「 超低 温 の 世 界 を 調 べよ う 」 １１：００～

「 真空 の 世 界 を 調 べ よう 」 １３：３０～

「ミ ク ロ の 世 界 を 調 べよ う 」 １４：３０～ １５：３０

＜ ア ニ メ 上 映＞

５ 日 『ウ ル ト ラ マン キッ ズ

食 いし ん 坊う ロ レ ン の 秘 密』（３０分 ）

１０：００、１２：００，１５：００

軽自動車税・固定資産税（１期分）の

納 期 は

Ｓ 月 ３ １ 日（月 ）で す 。

忘れずに納入しましょう！

担当／役場財政課 登⑩２川



大嶋収入役より

退職のご挨拶
こ
の
た
び
任
期
満
了
に
伴
い
、
去
る
三
月
三
十
一
日
を
以
っ

て
収
入
役
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

在
任
中
は
公
私
に
亘
り
み
々
さ
ん
の
御
指
導
と
御
厚
情
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
七
年
四
月
就
任
以
来
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
村
民
み

な
さ
ん
の
経
済
安
定
の
た
め
お
手
伝

い
出
来
ま
し
た
こ
と
を
幸

甚
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

見
任
後
は
些
か
考
え
た

い
事
も
あ
り
ま
す
の
で
当
面
は
思
考

と
炮
味
に
専
惷
し
た
い
と
思
う
て
お
り
ま
す
。
何
卒
、
今
後
と

も
［
雁
の
御
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
ね
が
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
み
な
さ
ん
の
御
生
業
の
御
繁
栄
と
御
健
勝
を
御

祈
願
申
し
上
げ
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５ 月 ２６日 米

： 万 言 に 噐
４ ア ル ザ ス 前

採血量は２００ｃ£。と４００ｃ．ｃ．のいずれかを選択できます。

あなたの善意が命を救います。

○日 時 ５月８日（土） １０時３０分

○集合場所 斉場駐車場（おにぎり持参）

○参 加 費 １人 ５００円

桜満開の薬師様を家族でお花見もかねて

歩いてみませんか？

ゲーム・クイズもありますヨ。

※ 雨天の場合は、中止となります。

主催 佐井村レクリエーションサークル 電話⑩２３１０

戸籍の窓口 ４月１５日現在

○ご結婚おめでとう（
蝦 名 直 樹 大間町
佐 藤 正 美 原 田

（渋 谷 イ中太郎 古佐井

眞 賀 礼 子 東通村

○おくやみ申し上げます
岡本 元弘（正 行）大佐井
坪谷 政道（ハルヱ）大佐井

※個人のプライバシーを尊重する意味
で、掲載して欲しくない方は、届出
の際、係に申し出てください。

佐井村の人口 ３月３１日現在

男 １，５ ９ ９ （－２３）

女 １ ，６ ０ ８ （

計 ３ ，２ ０ ７ （

世 帯 数 １，０ ９ ９ （－１４）

（ ）内は前月比

バス６片回数券
５００円以上なら５枚の値段で６枚つい

てるとってもお得な≪ ６片 回数 券≫

【金券】も登場し、ますます便利になりました。

５ ０ ０

以 上のキップ

５ 枚

（の料金）

下北交通なら
６ 枚 分

（ついてます）
・ 決まった区 間をご利 用の方には【区間６片回数券】

■いろいろ 便利で使い やすい【金券６ 片回数券】

（金券６片回数券は、回数券 の金額より遠方へご乗車の際には、現金追加でご利用いただけます）

ど ち ら も と っ て も く お ト ク ≫ で す ／

●バス車内での運賃のお支払い

●各種回数券のお求めは、

下記委託販売店をご利用

ください。

レ佐井観光協会（アルザス内）

レ磯谷…東 出 商 店

Ｅ〉長後…滝 本 商 店

お問い合わせは…下 北 交 通 株 式 会 社 むつ市金曲１ 丁目８番１２号

ｓ（０１７５）２３ －３１１１㈹
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